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横須賀南高等学校 令和４年度 学校目標実施結果 
  

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 14日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①学科併置の特色を
いかし、一人ひとり
の学習ニーズ、進路
希望に応えることが
できるよう教育課程
の編成を行うととも
に、学校全体の教育
活動において福祉の
心を育む教育を展開
する。 
 
②わかることが実感
できる学びを提供し
学習意欲を高め確か
な学力の育成を図
る。 
 
③福祉科では社会福
祉に関する知識と技
術を総合的・体験的
に学習する教育を推
進する。 
 

①学科併置の特色をい
かした教育課程の編成
および評価のあり方に
ついて研究を進め、今
年度より始まる新教育
課程への移行を円滑に
行う。 
 
②授業のユニバーサル
デザイン化を図り、わ
かりやすい授業づくり
に取り組むなど「みな
みスタイル」を充実し
ていく。 
 
②教育課程研究開発校
とし SDGs をテーマと
した学びの推進、学校
設定科目「共生社会と
人間」において SDGs
を題材にした課題につ
いて探究する。 
 

①両科の共通理解を
図りながら、全体の
選択科目の設置や評
価基準の設定、評価
方法の検討を進め
る。 
 
②授業見学、研究授
業など研修をとおし
て組織的な授業改善
に取り組み、授業の
ユニバーサルデザイ
ン化を図ると共に
「みなみスタイル」
を充実させる。 
 
②SDGs を活用した教
育研究の取組を学校
全体で推進する。
「共生社会と人間」
において「2030SDGs
カードゲーム」を実
施する。 

①学科の特色に合
わせた評価基準の
策定及び選択科目
の設置を進めるこ
とができたか。
(アンケート) 
 
②授業見学・研究
授業を一人１回以
上見学して、職員
全体の研修を行
い、分かりやすい
授業づくりを推進
するなど「みなみ
スタイル」を充実
できたか。（授業
評価）   
 
②SDGs をテーマと
した教育研究の取
組を学校全体で推
進できたか。（ア
ンケート）         

①令和４年度から学年進行で

新教育課程が導入された。学

科併置の特徴を生かしつつ、

評価基準をはじめとする、評

価と指導のあり方など、全職

員で研修を行い、円滑に進め

ることができた。 

 
②「みなみスタイル」定着の
ために、研修・授業見学・研
究協議を実施した。授業評価
の「わかりやすさ」を問う項
目において全体で 4点満点中
3.4 という数値を得た。 
 

②授業では民間の企業と連携

するなどして SDGs にかかる学

習を展開し、文化祭でも委員

会による取組を実施した。 

 

①新教育課程２年目に向け
て、初年度の反省を生かし、
また、学科併置の特色を生か
せた部分を全職員で共有しな
がら次年度に向けて改善を進
めたい。 
また、指導と評価の在り方に
ついても、機会を見て研修を
積み重ねていきたい。 
 
②取組日程が前期に集中して
いた。年度全体をとおして
「みなみスタイル」を意識で
きる取組日程と振り返りの機
会を設ける。 
 
②今年度の取組を継承できる
仕組みづくりをするととも
に、特定の科目以外での推進
方法を引き続き模索する。 

①SDGｓについては、
２年福祉科の授業（共
生社会と）に於いて２
人の講師を招いて講演
等を実施し２期の１年
目となる活動を継続さ
せる方向で考えてい
く。 
 
②「取り組みやすくわ
かりやすい授業」とい
う視点での校内授業研
究を教科ごとに行ない
全体での意見交換を行
っているということだ
が、本校の生徒にはふ
さわしい取り組みだと
思う。 
 
 

①新教育課程について
全職員対象の研修会を
実施して、評価基準の
ポイントや評価指導の
あり方の共通理解が進
んだが、具体的な状況
での判断基準や方法は
まだ統一できるまでは
至っていない。 
 
②「みなみスタイル」
の授業見学や研修会を
通じて、基本的な全教
科共通の授業スタイル
を確立できた。 
 
②文化祭では民間企業
と連携した SDGｓに係る
取り組みを行い、学校
全体での取り組みとす
ることができた。 

①具体的な場
面を想定した
研 修会 を開
き、より詳細
な評価基準や
方法の共通理
解を図る。 
 
②生徒が地域
や地元企業と
共同して SDG
ｓに係る具体
的な取組を行
え るよ う図
る。 

２ 

(幼児・児
童・) 
生 徒 指
導・支援 

①生徒の社会化を図
るとともに、安全・
安心に学べる環境を
整えるため、ルー
ル、マナーを大切に
する規範意識の醸成
を図る。 
 
②生徒の状況を的確
に把握し、さまざま
な課題を抱える生徒
に対して一人ひとり
に応じた適切な配慮
や支援を学校全体で
行う体制を整える。 
 

①理解に基づいた生徒
指導を行い、生徒の行
動変容を促す指導を目
指す。 
 
①規範意識を育てるた
め、新校の日常生活に
おけるルール等を職
員・生徒に対して周
知・徹底したうえで、
両科の特質をふまえた
柔軟な指導を行う。 
 
②支援教育の理解を深
める取り組みや生徒支
援に関する事柄の未然
防止および早期発見か
ら改善・解決・再発防
止に繋げる取り組みを
SC、SSW と連携して
進める。 

①職員・生徒のコミ
ュニケーションを密
にし、事の良否を気
付かせた上での行動
変容を促す。 
 
①新校のルール及び
社会生活におけるル
ールやマナーをあら
ゆる機会をとらえ
て、職員・生徒に周
知すると同時に、両
科の特質・差異を理
解し、理解させた上
での指導を行う。 
 
②支援教育を理解す 
るための職員研修を 
実施する。 
SC、SSW を積極的
に活用し、週 1 回開
催する教育相談コー
ディネーター会議で
生徒情報を共有する
ことで今後の支援に
繋げる。 
 

①自己の行動を振
り返り、行動の変
容につなげる生徒
指導ができたか。
（アンケート） 
 
①規範意識を育て
る工夫ができた
か。日常の生活指
導を協力体制のも
とに行える組織づ
くりができたか。
（アンケート） 
 
②支援教育を理解
するための職員研
修を複数回実施で
きたか。 
SC、SSW を積極
的に活用できた
か。また教育相談
コーディネーター
会議毎週開催し
て、生徒情報を共
有することで今後
の支援に繋げるこ
とができたか。 

①特別指導を含め日常の生活
指導において、個々の生徒の
特質への理解を深めつつも全
体の生徒への配慮やバランス
を考慮して、頻繁に面談等の
機会をとらえて、生徒の意識
の変容を促し、行動の変化に
つなげることができた。 
 
①LHR や集会のみならずあらゆ
る機会をとらえて、ルールや
マナーを意識させる指導を行
い、生徒に規範意識を根付か
せることができた。また、学
年会以外の通常時の打ち合わ
せ等においても、常に生徒の
情報共有を意識し、それぞれ
の職員のスキルに応じた協力
体制の構築に努力した。 
 
➁生徒対応の職員研修会を 
２回実施でき、今後の生徒支
援において再確認ができた。 
週１回の SC、週２回の SSW に
延べ 218 人(内 67 人保護者)の
相談があった。その内容を教
育相談コーディネーター会議
で共有し、生徒支援につなげ
ることができた。 

①両科のコミュニケーション
力の差異、学力の達成度の差
異などの影響を受けて、もと
もと意図していた生徒への指
導の浸透力への違いに苦慮し
ている。それぞれの科の生徒
の特質の違いに目を向けた指
導・支援をめざしていきた
い。 
 
①３年目を迎え、旧大楠、旧
明光の職員と新着任の職員の
入れ変わりが進んだことによ
り、両科の差異を意識する職
員が減少した一方で、特にク
リエイティブの指導・支援に
なれない職員が増加し、指導
のブレが出てしまう事が危惧
される。様々な機会をとらえ
て、指導グループのメンバー
を中心として、この溝を埋め
る努力をしていきたい。 
 
➁職員研修会をさらに充実さ
せる。４月当初の支援会議の
実施方法を検討する。 
支援を要する生徒に関して、
状況に応じて支援会議を開き
全職員で共有する。 

①コロナ感染症で集会
等が思うようにできな
かったが、規範意識等
は担任や皆が同じ事を
伝えることが大切であ
る。 
 
①面談や廊下での教員
待機、授業に入っての
対応など人的加配が必
要と思われる。 
 
②これまで以上に支援
を必要とする生徒が増
えてきているようなの
で、一つのグループだ
けで担当するのではな
く、他のグループとの
連携を強めて支援する
必要があるのではない
か。 
 
 

①新校のルール及び社
会生活におけるルール
やマナーをあらゆる機
会をとらえて、職員・
生徒に周知することが
できた。 
 
①両科の特質・差異を
理解し、理解させた上
での指導について徹底
できない面があった。 
 
 
②外部講師による生徒
対応の研修会を開催し
て、課題を持つ生徒や
家庭への対応方法の共
有を図ることができ
た。 
 
②課題を持つ生徒に対
して、教育相談コーデ
ィネーター会議やケー
ス会議を開催して迅速
で組織的な支援を行う
ことができた。 

① 両科 の特
質・差異を研
修等を通して
共通理解を図
り、その上で
指導を行うこ
との周知を図
る。 
 
②アンケート
や生徒面談を
通して、課題
を抱える生徒
の発見をより
徹底する。 

３ 進 路 指 ・生徒が主体的に進 ・生徒の主体的な進路 ・高校生活の３年間 ・各学年が高校生 ・今年度の進路決定率は
90.1%である。キャリアプロ

・横須賀南高校キャリアプ ・生徒に身に付けさせ ・キャリアプログラム ・生徒のニー



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 14日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

導・支援 路を選択できるよ
う、豊かな人間性や
社会性を培い社会
的、職業的自立に向
けたキャリア教育を
充実させる。 
 

選択を促すことによっ
て、社会的・職業的自
立に繫がるようなキャ
リア教育の方法を構築
させる。 

を見通し、学年ごと
に進路ガイダンス等
を実施したり施設実
習等をしたりするこ
とによって、社会
的、職業的自立を目
指させる。 
 

活の３年間を見通
した進路ガイダン
ス等を３回以上実
施することができ
たか。 
 
・さまざまな関係
諸機関と連携し
て、生徒が広い視
野で主体的な進路
選択ができる場面
を作り出すことが
できたか。（アン
ケート） 
 

グラムの実践と SCC と連携し
た個別支援の効果が大きい。 
 
・創立 3 年目の節目にキャリ
アプログラムの検証に着手し
た。次年度の実践につなげ
る。 
 
・地域企業による進路講演、
進路決定後の 3 年生による後
輩への進路活動報告、社会人
マナー講座など、工夫を凝ら
したガイダンスを実施した。 
 
・就労支援の充実を図るた
め、関係機関との情報交換会
に参加し、連携を深めた。 
 

ログラムの完成と段階的実
施に取り組み、社会的・職
業的自立と進路決定率 90％
超の維持を目指す。 
 
・生徒・保護者への進路情
報の効果的な発信方法を検
討し、実践する。 
 
・卒業生の就業先、進学先
との連携を深める取り組み
を検討する。 
 

たい力と実際とはずれ
が生じることもある
が、それを把握した上
で向上させていってほ
しい。 
 
・進路が多様化してい
くと思うが、生徒にと
ってよりよい方向性を
追求していってほし
い。 
 

による指導と SCC との連
携により進路決定率が
昨年度より向上し 90％
を上回った。 
 
・地域企業と連携した
進路講演会や３年生に
よる進路講和など具体
的で実践的な企画を行
い、進路イメージの具
体化と意識の向上を図
ることができた。 
 
・進学先や就職先の情
報を収集し、よりミス
マッチのない進路選択
を行いたい。 

ズや状況に合
わせてキャリ
アプログラム
の内容の検討
を行う。 
 
・迅速でタイ
ムリーな進路
情報の発信方
法 を検 討す
る。 

４ 
地域等と
の協働 

・地域の教育的資源
を積極的に活用し、
体験的な学びを通し
て人や社会との関わ
りを大切にする心を
育成するとともに、
地域に応援される学
校作りを進める 
 

・「ともに支え合う
心」が育める協働の仕
組みを再構築する。 
 
・広報活動を通して保
護者や地域の方々に学
校の取組みに対する理
解を深めてもらう。 

・ＰＴＡと一緒に通
学路清掃など地域貢
献活動を行う。 
 
・学校説明会やイベ
ントを通じて生徒の
リーダーを育てる。 
 
・ＨＰ以外の広報活
動を検討する。 

・地域貢献活動に
対して一定の評価
を得られたか。
（アンケート） 
 
・協働を図れるリ
ーダーを育てるこ
とができたか。
（アンケート） 
 
・新たな情報発信
の手立てが考えら
れたか。 
    

・地域貢献活動に、ＰＴＡ委
員を含めた保護者が 7 人参加
して、地域のごみ拾いができ
た（7 月のみ実施、他は中
止） 
 
・７～８月にかけて地域の中
学校への訪問を職員 44 人で
分担して実施できた。 

・地域貢献活動に、さらに
多くのＰＴＡに参加しても
らう。 
 
・学校説明会等、イベント
のサポートをする生徒を育
てる。 
 
・地域連携イベントを、み
なみ協議会のメンバーから
協力を得ながら計画し情報
発信する。 

・保護者や中学生へイ
メージ戦略として卒業
生の言葉やイメージモ
デル提示をしてはどう
か。 
 
・福祉科ではプロフェ
ッショナルとしての意
識ができるので（在学
中に資格をとれなくて
も）進学先での上昇マ
インドとして活きてい
るはずなので、そのあ
たりを活かしてはどう
か。 

・地域貢献活動をＰＴ
Ａと連携して実施する
ことができた。 
 
・コロナ禍のため学校
説明会に生徒を参加さ
せることができなかっ
た。 
 
・パノラマビューを導
入して、ホームページ
上で本校の環境を細か
くわかりやすく紹介で
きるようになった。 

・地域貢献活
動や学校整備
事業にＰＴＡ
や地域の方と
連携して実施
し、学校の取
組を広く発信
していく。 
 
・ホームペー
ジでへの掲載
を 迅速 に行
う。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒が安全・安心に
学ぶための防災計画策
定や安全管理及び施設
設備等の環境整備を進
める。 
 
②職員が学校教育目標
を共有し、風通しのよ
い職場環境を構築する
ことで事故・不祥事を
防止し信頼に根ざした
学校運営を推進する。 
 

①生徒の充実した学校
生活のために環境整備
を一層推進する。 
 
②学校運営協議会およ
び部会の組織を活用し
て、学校の運営の充実
を図る。 
 
②指定研究事業や「み
なみスタイル」につい
て、整理・周知し、職
員の学校教育目標の共
有を図る。 
 
②組織的に不祥事防止
の取組を行い、職員一
人ひとりが不祥事の徹
底防止の意識が持てる
ような体制を整える。 
 

①安全管理・ICT や
視聴覚機器も含めた
環境整備，利用促進
のための研修などを
行う。 
 
②学校運営協議会の福
祉部会、クリエイティ
ブ部会を活用して具体
的な取組の検討・実施
を図る。 
 
②指定研究事業や
「みなみスタイル」
の内容を共有するた
め、研修会や教員の
意見交換・共有のた
めの会議（みなみハ
ート会議）を計画す
る。 
 
②組織的な不祥事防
止の取組を実施す
る。 
 

①整備記録・研修
実績などに基づき
成果を測る。 
 
②福祉部会・クリ
エイティブ部会を
活用して具体的な
取組を行い、学校
運営に活かすこと
ができたか。（取
組状況） 
 
②指定研究事業や
「みなみスタイ
ル」の内容を共有
するための研修会
や「みなみハート
会議」を通し、教
員全体の意識が高
ま っ た か 。 ( 回
数・アンケート) 
  
②組織的な不祥事
防止研修を学期ご
とに実施できた
か。 

①効果的なアクセスポイントの
配置，ICT の環境整備と利用研
修を行った。 
 
②福祉部会ではコロナ禍が明け
たあとの地域連携の方針ついて
検討した。クリエイティブ部会
では放課後の学習サポートをボ
ランティア中心に運営すること
ができた。 
 
②各研修会や会議を滞りなく
行い、教員の情報共有をと意
識向上を図ることができた。 

①1 人 1 台端末導入の２年目
をむかえるにあたってフル活
用のための意識向上を進め
る。 
 
②各部会を通し地域と連携し
た教育の推進を図っていく。 
 
②「みなみハート会議」を年
間行事予定に位置づけ、定期
的に研修・情報共有の場を設
ける。 

①ＩＣＴなど教員の仕
事以外が多くあるよう
だが、専門の人が必要
と思う。 
 
②事故防止として業務
内容の精選と余裕のあ
る時間だけでは厳しい
ので更に検討が必要。 
 

①効果的なアクセスポ
イントの配置を行い、
ICT の活用に関する研修
を行ったが、個人の能
力に差があるため、共
通の理解には至らない
点があった。 
 
②「みなみハート会
議」を複数回開き、新
教育課程に係る評価方
法や評価基準の検討を
行い「みなみスタイ
ル」の評価編を策定し
た。 
 
②「みなみ協議会」
（学校運営協議会）の
協議を通して放課後学
習支援を実現し、ボラ
ンティアとして地域の
方に参加してもらうこ
とができた。 

①ICT や端末
を活用する授
業方法の研修
会を行い、全
教員が授業で
利活用できる
ように図る。 
 
②不祥事防止
研修は主に管
理職から行っ
ていたので、
多くの職員が
関わるように
して当事者意
識の向上を図
る。 

 


